新規な蛍光基質ペプチド4-メチルクマリン-7-アミドの合成と応用に関する研究 by 遅 弘放
A Study of Synthesis and Application of









 - 1 -
氏 名        遅 弘放（中国） 
学 位 の 種 類        博 士（工学） 
学 位 記 番 号        生工博甲第２１６号 
学位授与の日付        平成２６年３月２５日 
学位授与の条件        学位規則第４条第１項該当 
学位論文題目        A study of synthesis and application of peptide 4-methylcoumaryl-7-amide 
as the novel fluorescent substrates  
(新規な蛍光基質ペプチド4-メチルクマリン-7-アミドの合成と応用に関す
る研究) 
論文審査委員会        委員長          教 授   玉川  雅章 
                                   教 授   春山  哲也 
                                          教 授   石黒  博 
                                   教 授   花本  剛士 
                                   教 授   鳥井  正史 
 



















 - 2 -
ヒストン中のリシン側鎖のメチル化を研究するために、側鎖がメチル化された保護リシン残基
















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文に関し、調査委員からペプチド-MCA 基質がHDACsあるいはHMTsの活性により蛍光を発
する機序について、またペプチド-MCA 基質の今後の応用について質問がなされたが、いずれも著者
から満足な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり、ペプチド- MCA型の基質を用いた理由、またこの基
質の多様性について、など種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得
られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
